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1. はじめに 
2 面コーナーリフレクタアレイ（Dihedral 

Corner Reflector Array，以下 DCRA）は面内再帰

反射に基づく結像光学素子であり，面対称位置

への空中映像表示を可能とする 1)．DCRA と指

の位置を検出するセンサーを組み合わせること

により，空中映像に指で触れて様々な機器やア

プリを操作できる非接触ユーザーインターフェ

ースに応用可能である．このような非接触ユー

ザーインターフェースは手指衛生性・防汚性に

優れ，昨今世界中で猛威を振るう SARS-Cov-2
をはじめとする感染症の対策に活用できると考

えられる．本講演では DCRA と非接触ユーザー

インターフェースへの応用に関する㈱パリテ

ィ・イノベーションズでのこれまでの取り組み

を紹介する． 
 
2．DCRA 

図１に示すように，DCRA は微細な垂直２鏡

面が多数配置された構造を持ち，各垂直鏡面で

１回ずつ合計２回全反射された光線は光源と面

対称の位置に集光・結像することで空中映像と

して観察される．  
 

 
図１ DCRAによる空中映像表示 

 
垂直２鏡面には角度精度 1 分以内という非常に

高い垂直精度が求められ，ナノインプリント技

術による樹脂成形で製造可能である．現在の製

造技術では量産機を用いて最大300mm角サイズ

の製造が可能である． 
 
3．DCRA 応用非接触ユーザーインターフェース 

DCRA と指の空間位置を非接触で計測できる

センサーを組み合わせることで，手指衛生性に

優れた空中タッチディスプレイを実現できる．

図２に DCRA・赤外線 LED・単眼カメラ・制御

PC を用いた比較的簡便なシステムの一例を示

す．また，図３に試作機を用いた空中タッチ操

作の様子を示す． 
 

 
図２ 空中タッチディスプレイシステムの一例 
 

 
図３ 空中タッチディスプレイ操作の様子 

 
4. おわりに 

感染症対策などの観点から，非接触ユーザー

インターフェースのニーズは今後高まると考え

られ，DCRA を用いた空中タッチディスプレイ

は解決策の一つになることが期待される． 
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